
■全体工事風景
　南側から工事現場を見ています。

    ■捨てコンクリート工事 ■基礎の鉄筋工事
　    地表から約9ｍ掘削した後、砕石を敷き均し、 　新庁舎の基礎は厚み１.7mの鉄筋コンクリート造
　　 シートを貼り、捨てコンクリートを打設します。 　です。基礎の上側と下側に鉄筋を格子状に組んで
　　 捨てコンクリートは、鉄筋工事を行う位置を明 　います。
　　 示するために打設するものです。

     ■基礎のコンクリートの打設工事 ■定例工事打合せの様子
　     厚み１.７ｍの基礎を作るため、ポンプ車を利用 　施工工程及び方法等を決めるため、設計者や施
　　  して基礎用のコンクリートを流し込んでいます。 　工者が現場事務所に集まって、毎週定例的に打

　合せを行っています。

 新庁舎建設事業は、現在基礎部分の工事を

行っております。 

 基礎となるコンクリートは約7,600㎥（コン

クリートミキサー車約2,000台分）を12回に

分けて打設します。 

 多くのコンクリートミキサー車が出入りする

こととなり、ご来庁の皆様にご不便・ご迷惑を

おかけいたしますが、ご理解・ご協力をお願い

します。 
（工事期間 H27.3～H29.4、供用開始予定 H29.8） 
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